
都市基盤の再整備 

第８回 新宿の拠点再整備検討委員会 
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1a 道路ネットワーク 

②新宿の拠点再整備方針 

  ・グランドターミナルへの車両流入を抑制 

  ・駅前広場に流出入する車両動線を再構成 

  ・駅前広場内の駐車場の出入口を移設 

①現状と課題 

  ・駅周辺の幹線道路は環状５の１号線を残して整備済み 

  ・駅周辺の幹線道路の交通量は減少もしくは横ばいで推移 

  ・駅前広場に通過交通が流入 

  ・駅前広場地下にある駐車場に出入りする車両が駅前広場内を通過 

通過交通の流入を抑制し 
歩行者優先の広場に再編 

凡 例 

駅アクセス動線 
駐車場出入口 

再編イメージ 

現状 

③主な検討課題 

  ・駅前広場に流出入する車両動線の見直し 

  ・車両動線の見直しに伴う交差点改良（コンパクト化など） 

  ・駅前広場付近の駐車場出入口の再配置 など  

新宿駅周辺道路の段階的構成 

歩行者優先のエリア 
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1b 駅前広場・歩行者ネットワーク 

②新宿の拠点再整備方針 

 ・東西駅前広場の車両系機能を再配置して歩行者空間を拡大 

 ・東西骨格軸上に歩行者が滞留できる空間を創出 

 ・線路上空に東西デッキを新設し、地下の東西自由通路とともに、東西骨格軸を形成 

 ・東西骨格軸や駅前広場に接続する道路を歩行者優先の空間に再編 

①現状と課題 

  ・歩行者が、鉄道や幹線道路、駅前広場を横断できる空間が不足しているため、駅とまち、

まちとまちの間が移動しにくい。 

  ・特に西口広場の地上では大きな迂回を余儀なくされる。 

  ・駅前広場は自動車優先の空間構成となっており、膨大な歩行者が滞留できる空間が不足   

  ・西口、東口の駅改札は主に地下にあることから、歩行者流動は地下に集中 

③主な検討課題 

 ・主要な歩行者ネットワーク（線路上空デッキなど）の配置、幅員 

 ・東西駅前広場の機能、規模、施設配置 

新宿駅の駅端末交通手段分担率と駅前広場の空間構成比（現状） 現状 再編イメージ 

西口駅前広場 東口駅前広場

駅まち動線

東西動線
（地上）

（地下）

幹線道路の
横断歩道

【凡例】

（地上)

駅前広場の
空間構成

歩道

車道

バス乗降場

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東口駅前広場の空間構成

西口駅前広場の空間構成

新宿駅の駅端末交通手段

バス乗降場(5％)
路線バス・タクシー(3％)

その他 (1％)

徒歩(96％)

歩道(21％)

歩道(31％) 車道(50％)

車道(52％)

その他(19％)

その他(22％)

鉄道乗降客の駅端末交通手段※

西口駅前広場の空間構成

東口駅前広場の空間構成
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地下歩行者ネットワーク 1b 

＜新宿駅周辺の地下歩行者ネットワーク＞ 

丸ノ内線 
西新宿駅 

都庁前駅 
(都営大江戸線) 

新宿西口駅 
(都営大江戸線) 

西武新宿駅 
(西武新宿線) 

新宿三丁目駅 
(都営新宿線、都営大江戸線) 

新宿駅 
(京王新線、都営新宿線、都営大江戸線) 

新宿駅 
(東京メトロ丸ノ内線) 

※ 

※都市高速鉄道 西武鉄道新宿線の都市計画が定められている。 

※新宿の拠点再整備検討委員会 現況課題資料に追記 

バスタ 
新宿 

歌舞伎町 
方面 

新宿七丁目 
方面 

＜グランドターミナルの歩行者ネットワーク＞ 

①現状と課題 
 ・面的に広がる鉄道駅をつなぐ歩行者ネットワークが形成 
 ・しかし、東口広場の地下と西武新宿駅方面、バスタ新宿方面への 
  歩行者ネットワークが未整備 
 
 

②方向性 
 ・東口広場の地下とバスタ新宿方面をつなぐ歩行者ネットワークを 
  構想に追加 
 ・東口広場の地下は東西と南北の歩行者ネットワークの結節点として 
  歩行者空間の充実を図る 
 

追加区間 

追加区間 
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1c 駅施設 

②新宿の拠点再整備方針 

  ・ＪＲ・小田急・京王各線の乗換経路を線路上空に新設 

  ・京王線ホームを丸ノ内線側に移動させ、ホーム階に改札を新設 など 

①現状と課題 

  ・鉄道路線間の乗換流動が局所的に集中 

  ・サービス水準の低い乗換経路が存在   

③主な検討課題 

  ・主要な乗換経路の配置、幅員 
ＪＲ線 ：改札の新設（２階） 

京王線 ：ホームを北側へ移動 

     改札の新設(地下２階) 

小田急線：改札の新設（２階） 

ＪＲ-京王地下 
連絡通路の混雑 

ホーム階に 
改札新設 

至 東京メトロ丸ノ内線 

・歩行者の交錯改善 
・乗換距離の短縮 

至 東口・JR線 

至 西新宿超高層ビル地区 

地下２階 

地下１階 

丸ノ内線側に
ホームを移動 

京王線ホーム 

京王線⇔丸ノ内線等の乗換流動と 
JR線⇔西口方面の流動の交錯改善 

＜地下レベル（京王線ホーム延伸・改札新設）＞ 

歩行者流動の分散イメージ 

凡例 

     ：鉄道⇔鉄道の主な歩行流動 

     ：鉄道⇔まちの主な歩行流動 

動線の錯綜状況（イメージ） 

凡例 
○コンコース・通路 

２Ｆレベル 
地下広場レベル 
プロムナードレベル 
新宿サブナードレベル 
改札内 ［調査：平成29年2月2日(木) 7:00～23:00(16時間調査)］ 

①ＪＲ－京王地下連絡通路 

③ルミネ１ 

②地下鉄ビル ④ルミネエスト 

サービス水準：Ｆ 

サービス水準：Ｄ 

サービス水準：Ｃ サービス水準：Ｄ 

現状の乗換流動 

（現在） （将来） 

歩行者の交錯改善（西口地下広場） 
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路線バス 

域内循環バス 

（WE、都庁循

環など） 

路線バス 

はとバス 

高速バス 

WEバス 

1d 駅端末交通（バス） 

②検討の方向性 

  ・現状の機能配置を踏まえ、路線バスは西口広場、高速バスはバスタ新宿に配置 

  ・路線バスと鉄道との乗換利便性に配慮するため、駅改札が集中する地下からバス乗降場

へのアクセスを確保 

  ・路線バスの利便性を向上させるため、散在する乗り場を方面別に配置 

路線バスの方面別状況 

現状の施設配置 

方面 主な経由地 
乗降客数 
（H22.11.25） 

発車台数（台） 

終日 ピーク時 

新宿通り・靖国通り 四谷三、東新宿駅、江戸川橋 約3,400 315 25 

青梅街道 中野坂上、東中野駅、東高円寺駅 約1,700 120 10 

小滝橋通り 大久保駅、小滝橋、落合駅 約2,300 169 13 

方南通り 西新宿五丁目駅、方南町駅 約5,400 255 17 

水道道路 笹塚中学、中野駅 約2,900 170 12 

渋谷方面 西参道 約1,000 121 9 

甲州街道 新宿車庫、武蔵境駅 － 9 2 
0
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人
／
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▽京王新線都営新宿線開通

▽大江戸線練馬新宿間開通

▽大江戸線全線開通

メトロ副都心線開通▽

駅端末利用東西口　乗降計 西口 乗降計 東口 乗降計

①現状と課題 

  ・路線バス乗降客は鉄道新線の開業に合わせて減少 

  ・駅端末の交通手段としての利用が約８割 

  ・４つの島式乗降場のほか、広場外周に乗降場が散在 

  ・発着台数の少ない乗降場が存在  

③主な検討課題 

  ・バス乗降場・待機場の施設数・配置 

  ・ＪＲ以外の鉄道路線と高速バスとの乗換利便性の向上策 

   （西口広場における降車場の設置など） 

バス乗降客数の推移 
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［出典：各事業者HPのバス経路図・時刻表等を基に作成］ 

1d 駅端末交通（西新宿アクセス） 

［出典：経済センサス基礎調査（H26）,第５回東京都市圏パーソントリップ調査,国土数値情報「鉄道」より作成］ 

①現状と課題 

  ・新宿駅西口と西新宿超高層ビル地区とを結ぶ送迎バスが多数運行 

  ・鉄道乗降客が新宿駅に集中しているのに対し、 

   西新宿超高層ビル地区は新宿駅から離れて立地 

②検討の方向性 

  ・西口広場の地下に域内循環機能を確保 

  ・西新宿アクセスに資する送迎バスの乗降場を西口広場付近に確保 

③主な検討課題 

  ・送迎バス乗降場の施設数・配置 

  ・域内循環機能の具体化 

【東京駅周辺】（参考） 

【新宿駅周辺】 

20万トリップ/日 

40万トリップ/日 
60万トリップ/日 
80万トリップ/日 

100万トリップ/日 
駅利用者数（乗換除く） 
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②検討の方向性 

  ・方面別の乗車需要やバスタ新宿の開業を踏まえて施設を再配置 

  ・鉄道との乗換利便性に配慮するため、できるだけ駅舎側に乗降場を配置 

  ・利用者のわかりやすさやまち場利用の観点から乗降場を地上に配置 

  ・タクシープールを拡充し、客待ち待機列を改善 

1d 駅端末交通（タクシー） 

①現状と課題 

  ・タクシー乗車場は西口（地上・地下）、東口、南口（バスタ新宿）にある。 

  ・西口４号街路方面の需要が４割以上 

  ・駅から概ね2km圏内の短距離利用が約7割 

  ・タクシープールは、西口、東口とも無いが、バスタ新宿に３０台新設 

タクシー利用者の推移 
3,057 

2,528

1,254

620 

471

1,081 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

H29調査

H22調査

H20PT

凡例

西口

東口

バスタ

［出典：平成20年パーゾントリップ調査］ 

③主な検討課題 

  ・駅改札からタクシー乗降場へのバリアフリー経路となる縦動線を建物内で確保 

  ・西口における夜間のタクシー待機列対策 

   （バス待機場の活用、ショットガンシステムやＩＣＴ技術の導入など） 

  ・乗降場の施設数・配置 

8
0

 

都庁 

代々木公園 

新宿御苑 

早稲田大学 

女子美術大学 

2ｋｍ圏 

迎賓館赤坂離宮 

駅端末交通手段としてのタクシー利用の状況 

新宿駅直近

6ゾーン
67.9%

うち西口ゾーン 44.5%

新宿駅直近6

ゾーン外
32.1%

新宿駅直近6ゾーンと6ゾーン外の割合 
［調査：H22.11.25調査、H29.7.20調査を用いて算出］ 

44% 

12% 

11% 

6% 

4% 

2% 

西 口 東 口 

［調査：H22.11.25調査、H28.7.1調査、H29.7.20調査を用いて算出］ 

7% 

9% 

バスタ新宿 

5% 

方面別施設需要 ～乗車タクシーの流出方面比～ 

調査データ確認 
計算過程確認 
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到着台数（平日） 

待機台数（平日） 

発車台数（平日） 

1d 駅端末交通（タクシー） 

凡例 

タクシー待機列(最長時) 

タクシー乗場 

【施設数】 
  乗車場：1台 
  降車場：－ 
  待機場：－ 
【発着台数】 
  発車：約1,200台 
  到着：約1,100台 
  合計：約2,300台 
【待機延長（最長時）】 
  約160ｍ（25台） 

西口(地上部)タクシーのりば 

東口タクシーのりば 

【施設数】 
  乗車場：1台 
  降車場：－ 
  待機場：－ 
【発着台数】 
  発車： 約900台 
  到着： 約400台 
  合計：約1,300台 
【待機延長（最長時）】 
  約78ｍ（12台） 

【施設数】 
  乗車場：２台 
  降車場：－ 
  待機場：－ 
【発着台数】 
  発車：約2,900台 
  到着：約1,200台 
  合計：約4,000台 
【待機延長（最長時）】 
  約490ｍ（76台） 

西口(地下部)タクシーのりば 

バスタ新宿タクシーのりば 

【施設数】 
  乗車場：3台 
  降車場：2台 
  待機場：30台 
【発着台数】 
  発車： 約900台 
  到着： 約700台 
  合計：約1,600台 
【待機延長（最長時）】 
   ー （19台） 

［調査：平成29年7月20日(木)7時～翌2時(19時間調査)）］ 
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現状の主な送迎場所 

西口地上 

西口地下 

東口地上 

1d 

②検討の方向性 

  ・方面別の需要を踏まえ、一般車による送迎のための乗降場を西口広場付近に確保 

①現状と課題 

  ・西口（地上・地下）、東口で一般車による送迎が行われている。 

  ・西口４号街路方面の需要が約４割 

  ・駅から概ね2km圏内の短距離利用が約３/４ 

駅端末交通（一般車による送迎） 

2ｋｍ圏 

都庁 

代々木公園 

迎賓館赤坂離宮 

早稲田大学 

女子美術大学 

新宿御苑 

駅端末交通手段としての一般車利用の状況 

［出典：平成20年パーゾントリップ調査］ 

新宿駅直近

6ゾーン
75.8%

うち西口ゾーン

新宿駅直近

6ゾーン外
24.2%

新宿駅直近

6ゾーン
75.8%

うち西口ゾーン 40.6%

新宿駅直近

6ゾーン外
24.2%

新宿駅直近6ゾーンと6ゾーン外の割合 

③主な検討課題 

  ・乗降場の施設数・配置 

西口広場（ピーク時：14時台） 東口広場（ピーク時：10時台） 

(地上広場) 

(地下広場) 

220 90 14 66 11

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

乗用車

通過交通 駅アクセス 地下流出 駐車場利用 沿道街区アクセス

（台/h）

(55%) (22%) (4%) (16%) (3%)

73 23 69

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

乗用車

通過交通 駅アクセス 地上流出 駐車場利用 沿道街区アクセス

（台/h）

(44%) (14%) (42%)

16

23

10

2

0 50 100 150 200 250 300 350 400

乗用車

通過交通 駅アクセス 駐車場利用 沿道街区アクセス

（台/h）

(31%)

(45%)
(19%)

(4%)

≪通過交通≫ 
・広場通過時間が5分以内の流動 
 
≪駅アクセス≫ 
・広場通過時間が5分超の流動 
・流出入の方向が同一の流動 
 
≪沿道街区アクセス≫ 
・広場に流入後5分以内に取付道路へ流出する流動 

調査データ確認 
計算過程確認 

9% 
21% 

西 口 

36% 

［調査：H22.11.25調査、H29.7.19調査を用いて算出］ 

東 口 

11% 

6% 

5% 
12% 

方面別施設需要 ～駅アクセス乗用車の流出方面比～ 
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1d 駅端末交通（移動制約者対応） 

縦動線のイメージ 

移動制約者等の
乗降場の周辺に
バリアフリー 
経路となる縦動
線を確保 

①現状と課題 

  ・現在は、移動制約者の対応を想定した施設配置はされていない。 

  ・車両の乗降レベル（地上又は地下）から鉄道改札レベル（地上又は地下）への上 

   下移動は階段が基本となっており、ＥＶにより移動できる箇所が限られている。 

②検討の方向性 

  ・移動制約者の対応は、地下の都市計画駐車場を活用 

  ・移動制約者の駅改札までのバリアフリー経路を確保 

  ・移動制約者用の乗降場をできるだけ駅舎側に配置 

＜凡例＞ 

：縦動線 

：駐車場 

：駅施設 

EV

EV

EV

図表 都市計画駐車場配置平面図

新宿駅西口駐車場

新宿駅南口駐車場

新宿駅東口駐車場

都市計画駐車場の施設概要（地下２階 平面図）

凡例

都市計画駐車場区域

階段（B2F～B1Fまでの連絡）

階段（B２F～地上までの連絡）

エレベータ（B２F～B1F）

入庫

出庫

建物との接続

接続している敷地

身障者専用スペース

EV

駐車場内のエレベータは地
下2階と地下1階の連絡の
みで、地下駐車場と地上階
との接続ができない 西口駐車場と南口駐車場は接続

されているが、シャッターに
よって閉じられており、通常時
の行き来はできない

沿道建物の駐車場と地下接続
されている

現況の縦動線の位置（都市計画駐車場） 
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荷さばき 

③検討の方向性 

  ・附置義務対象建物での荷さばきは、各建物の駐車場で対応 

  ・地下街の荷さばきは、都市計画駐車場で対応 

  ・都市計画駐車場では、荷さばき車両に対応した有効高さを極力確保 

   また、駅前広場などでの路上荷さばき抑制のため共同荷さばき拠点を確保 

  ・広場から離れた荷さばき施設を持たない小規模建物が密集するエリアについては、 

   大規模開発等に合わせてエリアごとに共同荷さばき場整備を誘導 

凡例 
 
    都市計画駐車場 対応エリア 
 
    共同荷さばき 対応エリア 
 

※範囲は想定であり、今後の調整により変更がありえる 

①現状と課題 

  ・広場内外の路上から沿道建物への荷さばきが行われており、広場内の車両の混雑 

   や広場の占有が発生している 

  ・路上荷さばきの車両は車高の高い貨物車が多く、現状の都市計画駐車場では対応 

   できない 

地下の荷さばき利用状況 地上の荷さばき利用状況 

現状の駅前広場周辺の路上荷さばき状況 将来の荷さばき対応イメージ 

［調査（新宿区） ：平成26年6月19日（木）］ 

②新宿の拠点再整備方針 

  ・路上荷さばき抑制のため、共同荷さばき場を確保 

④主な検討課題 

  ・都市計画駐車場で対応する荷さばきの規模と施設配置 

1e 



12 

駐車場 

③検討の方向性 

  ・自動車流入を抑制するため、附置義務駐車場の積極的な隔地を推奨 

  ・台数の見直しと合わせ共同荷さばきや、移動制約者需要への対応を図る。 

①現状と課題 

  ・新宿駅周辺の附置義務駐車場は、現状需要に対して供給量が充足。駐車場地域 

   ルールを策定し、地域の実態に見合った適正な附置台数とともに隔地・集約によ 

   り地域のまちづくりに即した適切な駐車場配置を促進している。 

  ・駅直近の都市計画駐車場（西口、南口、東口）はそれぞれ民間事業者により設置 

   管理運営されており、目的施設が特定されてない需要のほかにも、駐車場を管理 

   運営する民間事業者所有の沿道駅ビル等に関する需要も多く含まれている。 

約10300

約4000

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

現況整備台数 現況需要

（台）

約2900

約1500

0
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4000
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（台） 駐車需給バランス（東口地域ルールエリア） 駐車需給バランス（西口地域ルールエリア） 

西口駐車場 
地域ルール適用範囲 

東口駐車場 
地域ルール適用範囲 
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図 西口駐車場利用状況（休日） 図 南口駐車場利用状況（休日） 
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一般利用 小田急百貨店 京王百貨店 ルミネⅠ

供用台数 
２９６台 

図 東口駐車場利用状況（平日） 

附置義務駐車場地域ルールの範囲 

駅直近の都市計画駐車場の利用実態 
※新宿駅西口駐車場地域ルール策定協議会 資料を参考に作成 ※新宿駅東口駐車場地域ルール策定協議会 資料を参考に作成 

 ［調査（駐車場利用実態）(各管理者)：平成26年5月27日(火)、平成26年5月25日（日）] 

②新宿の拠点再整備方針 

  ・都市計画駐車場の台数を利用実態に即して見直し 

  ・都市計画駐車場相互やそれに隣接する建物の駐車場をネットワーク化 

1e 

④主な検討課題 

  ・都市計画駐車場の必要機能台数・都市計画駐車場（西口、南口）の接続 
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※歩行者優先エリア、フリンジ駐輪場エリアの範囲、走行ルートは想定であり、今後の調整により変更がありえる 

＜現在＞ 

＜将来＞ 

利用しにくい場所に 
附置義務駐輪場が 
整備されている 

利便性の高い 
駐輪場整備を誘導 

駐輪場配置誘導
によるフリンジ
部への整備 

駐輪場 

①現状と課題 

  ・駅周辺では路外駐輪施設が１箇所しかなく路上駐輪施設で対応している。 

  ・駅前広場周辺をはじめ、駐輪施設以外への路上駐輪が多く、歩行者の通行の妨げ 

   となっている。 

  ・利用しづらい場所に附置義務駐輪場が整備されている。 

駅直近の駐輪施設設置状況 将来の配置イメージ 利便性の高い駐輪場イメージ 

[出典：新宿区、渋谷区 ホームページを参考に作成（平成29年3月時点）] 

②新宿の拠点再整備方針 

 ・自転車流入の抑制に向けた駐輪場の再配置 

④主な検討課題 

  ・駐輪施設の規模・配置 

  ・建替え動向と合わせて整備を誘導 

1e 

③検討の方向性 

  ・歩行者優先エリアへの自転車流入を抑制するための駐輪場配置誘導 

  ・利便性の高い駐輪場整備を推進 
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22.3%

25%

25%

   着 
発   

鉄道 まち 発生量小計 

鉄道 

まち 

集中量小計 

歩行者流動（現況） 

朝８時 夕１８時 備考 

鉄道～鉄道 91 67 同一鉄道会社間の乗換は含まない 

鉄道～バス・タクシー 5 2 

鉄道～まち 96 91 

まち～まち 6 21 

鉄道～駅ビル   0 8 発着地が同一鉄道会社の場合 
駅ビル利用と想定 

まち～駅ビル   0 11 発着地が同一まちゾーンの場合 
駅ビル利用と想定 

合計 198 200 駅ビル～駅ビルは見込んでいない 

○現況から将来にあたってのOD表の変更点 

   着 
発   

駅 まち 開発 発生量 
小計 

駅 

まち 

開発 

集中量 
小計 

×1.08 

（月変動）
※6 

+回遊 
※現況は交通量と設定0 

×1.08(月変動) 
+開発交通量※2 

×1.08(月変動) 
×1.06(年変動) 

+開発交通量※1 

×1.06 
（年変動） 

東１
西１

西２

西３
東５

東３・４

駅

スクリー
ン断面内 まち

新宿駅周辺の歩行者流動量（現況） 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果
＝調査結果 

○シミュレーション結果と調査結果の比較 2 

（単位：千人/時） 

まち 

駅ビル 

鉄道 

※Ｈ29.2調査結果 
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鉄道～まち 
 ・朝8時は鉄道～西２、西３ゾーン間の流動が多い 
 ・夕18時は朝8時に比べ、鉄道～西２、西３ゾーン間の流動は少なくなり、鉄道～東ゾーン間の流動が多い 

【夕18時】 【朝8時】 

※Ｈ29.2調査結果 

東１ 
(歌舞伎町方面) 

西１ 

西２ 

西４ 

東２ 

東５ 西３ 
(都庁方面) 

東３・４ 

地上 地下 

1～3千人/時 

3～5千人/時 

5～10千人/時 

10～20千人/時 

20千人/時～ 

【凡例】 （流動） 
（発生集中量） 

～10千人/時 10～20千人/時 20千人/時～ 

歩行者流動（現況）  2 

東１ 
(歌舞伎町方面) 

西１ 

西２ 

西４ 

東２ 
鉄道～まち 
約9万人/時 

東５ 西３ 
(都庁方面) 

東３・４ 

N N 

東口 

西口 
鉄道～まち 
約10万人/時 

JR 

南口 

小
田
急 

京
王 

バスタ 
新宿 

東口 

西口 

南口 

小
田
急 

京
王 

バスタ 
新宿 

西
武 

西
武 
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鉄道～鉄道 
 ・ＪＲ～小田急線・京王線間の流動量が多く、主に各社間の連絡口を経由している 
 ・次いでＪＲ～東京メトロ丸ノ内線・都営新宿線等、京王線～東京メトロ丸ノ内線間の流動量が多い 
 

歩行者流動（現況） 

※1 都営大江戸線 新宿西口駅 
※2 都営新宿線・大江戸線・京王新線 新宿駅 

【朝8時】 

鉄道～鉄道 
約９万人/時 

2 

■JR～小田急間の主な流動 

■JR～京王間の主な流動 

■JR～メトロ間の主な流動 

西口 

地下連絡口 地下連絡口 

西口地上 

西口地下 

南連絡口 

小
田
急 

Ｊ
Ｒ 

南連絡口 

1 

1 

13 

10 

西口 

地下連絡口 

臨時口※ 

京王西口 

広場口※ 

地下連絡口 

京
王 

Ｊ
Ｒ 

南口 

1 

3 

16 

1 

西口 

東口 

西口 東口 

ＪＲ 
中央東口 

5 

京王百貨店口 

ルミネ口 

※出場専用 

1 

4 

東京メトロ 

2 
2 

（単位：千人/時） 

東京メトロ※2 

京
王
線 

小
田
急
線 

ＪＲ 

西
口
、
中
央
西
口 

南口 

東
口
、
中
央
東
口 

地下連絡口 

西口地上 

西口地下 

南連絡口 

臨時口※ 

京王西口 

広場口※ 

地下連絡口 

京王百貨店口 

ルミネ口 

西口 

東口 

西口 
京王西口 

ルミネ口 

南口 

■改札間の主な流動量 

※Ｈ29.2調査結果 
※実際の流動経路とは異なる可能性がある 

ＪＲ 

小
田
急
線 

京
王
線 

N N 

※流動量はＨ29.2調査結果推計で再現 

1～3千人/時 

3～5千人/時 

5～10千人/時 

10～20千人/時 

20千人/時～ 

【凡例】 

（流動量） 

2千人/時 

4千人/時 

6千人/時 

8千人/時 

10千人/時 

【凡例】 

（流動量） 

※1 都営大江戸線 新宿西口駅 
※2 東京メトロ丸ノ内線 新宿駅 
※3 都営新宿線・大江戸線・京王新線 新宿駅 

西
武
線 

東京メトロ※2 

都営大江戸線※1 

京
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※1 都営大江戸線 新宿西口駅 
※2 都営新宿線・大江戸線・京王新線 新宿駅 

鉄道～鉄道 
約7万人/時 

N 

ＪＲ 

小田急線 

京
王
線 

1～3千人/時 

3～5千人/時 

5～10千人/時 

10～20千人/時 
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【凡例】 

（流動量） 

【夕18時】 

鉄道～鉄道 
 ・朝８時と同様、ＪＲ～小田急線・京王線間の流動量が多く、主に各社間の連絡口を経由している 
 ・次いでＪＲ～東京メトロ丸ノ内線・都営新宿線等間の流動量が多い 
 

歩行者流動（現況）  2 

■JR～小田急間の主な流動 

■JR～京王間の主な流動 

■JR～メトロ間の主な流動 

西口 

地下連絡口 地下連絡口 

西口地上 

西口地下 

南連絡口 

小
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12 
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※出場専用 
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東京メトロ 

1 
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※出場専用 
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■改札間の主な流動量 

※実際の流動経路とは異なる可能性がある 
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N 

※Ｈ29.2調査結果 
※実際の流動経路とは異なる可能性がある 
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※2 東京メトロ丸ノ内線 新宿駅 
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新宿駅直近地区の整備概要（案） ３ 

現京王線ホーム位置を北に移動→済 
線路上空デッキの始終点ぼかし→済 
南北デッキを追記→済 

西口広場 東口広場 

４号街路 

バスタ新宿 

※この図はイメージであり変更となる場合がある。 

バス・タクシー乗り場等の 
効率的・効果的な配置 

地下駐車場の
出入口を移設 

京王線ホームを丸ノ内線側に移動させ、 
ホーム階に改札を新設 

東西骨格軸上に 
歩行者が滞留できる

空間を創出 

線路上空に 
改札と乗換経路を新設 

グランドターミナルを一体化し、 
まちとつながる歩行者ネットワークを構築 

線路上空に歩行者デッキを新設し、
地下の東西自由通路とともに、 

東西骨格軸を形成 

鉄道系機能 

車両系機能 

歩行者系機能 

ターミナルシャフト 
（バリアフリーの縦動線） 

凡例 

セントラルプラザ 

駅前広場・歩行者ネットワークの再編イメージ 
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西口広場の歩行者優先化 ３ 

将来の下図を現況と同じに変更→済 
駐車場動線矢印を最新に更新→済 
ボイドのかたちをぼかし→済 
車両系機能のかたちをぼかし→済 

・ 地上広場： 地上と地下をつなぐループ車路やバス乗り場が広場中央を 

占有しており、歩行者が広場を横断するためには迂回が必要 

歩行者が滞留できる空間が不足 

・ 地上と地下の行き来が不便 

・ 地下広場： 荷さばき車が広場を占有 

ＪＲ改札方面への見通しが悪く、わかりにくい 

・ 地上広場： 線路上空デッキと連続する歩行者空間を創出 

地下に光が入るボイド（大穴）を広場の中心に整備 

バス・タクシー乗り場等を再配置 

・ 地上と地下をつなぐ縦動線を拡充 

・ 地下広場： 東西自由通路や、建物と一体となった歩行者空間を創出 

荷さばき場を地下駐車場に確保 

道
路
・敷
地
の
整
序 

○ 現 状： 自動車優先の空間構成 ○ 将 来： 歩行者優先の空間構成 

地 

上 

小
田
急
線 

IN 

OUT ＪＲ 

地 

下 

▲荷さばき車が広場を占有 

ターミナルシャフト 
（バリアフリーの縦動線） 

駐車場出入口 

歩行者空間 

車両系機能 

凡例 

京
王
線 

小
田
急
線 

Ｐ 

IN 

OUT 

丸ノ内線 

JR改札 

ＪＲ 

大江戸線 

地
上
イ
メ
ー
ジ 

▲将来イメージ 

JR改札・東西自由通路 

地
下
イ
メ
ー
ジ 

丸ノ内線 

京
王
線 

小
田
急
線 

ＪＲ 

建物の敷地を 
地下広場と正対させ 
見通しを確保 

次世代モビリティへの対応を
考慮した交通結節機能 

※この図は現況図を基にしたイメージであり、 
 今後、設計内容を詳細に検討していきます。 

ボイド 

▲ループ車路が広場を占有 

バス 
タクシー 

バス 
タクシー 

Ｐ 
IN OUT 

ボイド 

小
田
急
線 

ＪＲ 

線路上空デッキ 

これはイメージ例であり、詳細については 
今後関係者と調整していきます。 

荷さばき車も利用可能な
駐車場出入口を新設 

建物の敷地に歩行者空間を創出 

大江戸線 

一般車の寄付きを確保 
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東口広場の歩行者優先化 ３ 

・ 広場の横断には迂回が必要 

・ 荷さばき車が広場を占有 

・ 歩行者が滞留できる空間が不足 

・ 車道の一部と駐車場出入口を線路側に移設し、歩行者空間を拡大 

・ 東西自由通路と線路上空デッキの受け入れ空間と、分かりやすい位置に 

縦動線を確保 

・ 共同荷さばき場を地下駐車場に確保 

・ 集約できない荷さばきのためにまち側の車両動線を確保 

・ 西武新宿駅からの歩行者ネットワークを検討 

・ 角筈ガード接続部は、歩行者ネットワークの連続性を確保 

・ 建物と一体となった歩行者空間を創出  

▲歩行者で混雑する広場 

道
路
・敷
地
の
整
序 

○ 現 状： 自動車優先の空間構成 ○ 将 来： 歩行者優先の空間構成 

モア２番街 

OUT 

角筈ガード 

モア４番街 
▲将来イメージ 

モア２番街 

↓甲州街道へ 

地
上
イ
メ
ー
ジ 

角筈ガード 

モア４番街 

Ｐ 

IN 

OUT 

線路上空デッキ 

凡 例 

     歩行者空間 

ターミナルシャフト 

（バリアフリーの縦動線） 

車両系機能 

駐車場出入口 

     主な歩行者動線 

▲東口広場の現状 

地 

上 

↓甲州街道へ 

IN 

Ｐ 

20 

※この図は現況図を基にしたイメージであり、今後、設計内容を詳細に検討していきます。 
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線路上空デッキの新設 ３ 

線路上空デッキの始終点をぼかし→済 
東西自由通路を追記→済 

・ 新宿駅の改札は主に地下にあるため、歩行者が集中 

・ 東西自由通路の開通により、回遊性が大きく向上するため、 

地下空間は更に混雑することが予想 

・ 線路上空に歩行者デッキを新設し、地下空間に集中する歩行者を分散化 

・ 線路上空にグランドターミナルの核となる広場（セントラルプラザ）や 
改札・乗換経路を新設 

▲歩行者で混雑する地下空間 

▲線路上空の未利用空間 ▲線路上空デッキのイメージ 

セントラルプラザ 

▲セントラルプラザのイメージ ▲線路上空デッキのイメージ 

○ 現 状： 地下空間に歩行者が集中 ○ 将 来： 線路上空の空間を活用 


